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会 議 録 

 

審議会の名称  令和４年 第６回桶川市公共下水道事業審議会 

事務局  都市整備部下水道課 

開催日時  令和４年１１月８日（火）午前１０時から１０時４５分 

開催場所  桶川市役所 ３階 ３０３・３０４会議室 

出席者氏名 

（委員） 

 

■１号委員：作山  康 

白根  勉 

檀原  武 

■２号委員：糸井 政樹 

仲又 清美 

■３号委員：木村 良雄 

■４号委員：小川 圭一 

木村 尚之 

田中二三子 

吉田 洋子 

（各号委員ごとにアイウエオ順） 

欠席者氏名 

（委員） 
なし 

事務局職員 

都市整備部：沖田部長 瀧本副部長 中村副参事 

下 水 道 課：稲橋副参事兼下水道課長 飯島副課長 山村係長 

清水係長 深井主任 根岸主任 

事務局補助 日本下水道事業団経営支援課：本島課長代理 久保主事 

会議の公開 可  ・  不可 
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傍聴者数  ０人 

議 題 １ 答申書の確認 

決定事項 
答申書の完成 

市長へ答申書を提出 



3 

 

審 議 会 経 過 

発言者 発 言 内 容 

事務局 １ 開会 

ただ今から「令和４年第６回桶川市公共下水道事業審議会」を開

会いたします。 

私は、司会を担当させていただきます下水道課の飯島です。どう

ぞ、よろしくお願いいたします。 

本日はお忙しい中、審議会にご出席いただき、誠にありがとうご

ざいます。 

お手元に、本日の資料を用意させていただいております。「答申書

（写）」と「令和５年桶川市公共下水道事業審議会スケジュール」が

ございます。不足がありましたら、事務局までお申し出ください。 

 

【資料の確認】 

 

それでは、進めさせていただきます。 

審議会条例第５条第２項の規定では、「会議は、委員の過半数が出

席しなければ開くことができない。」とされております。 

本日は、全委員１０名のうち、１０名の委員にご出席いただいて

おりますので、本会議が成立していることをご報告いたします。 

なお、審議会条例第５条第１項の規定に基づきまして、ここから

は作山会長が議長として進行をお願いいたします。 

 

会長 それでは、議長として進行を務めさせていただきます。 

委員の皆様のご協力をお願いいたします。着座にて進行させていた

だきます。 

 

会長 まず初めに皆様にお諮りします。本審議会は、条例第５条により原

則公開となっております。会議の進行に著しい支障が生じることが明

らかであると審議会が認めるときは、この限りではないとなっており

ます。本日の審議会は、公開ということでよろしいでしょうか。 

 

【委員了承】 

 

ご異議がないようですので、本審議会は公開とすることに決しまし

た。 

 

会長 次に傍聴人について、事務局より報告をお願いいたします。 

 

事務局 審議会条例第５条第４項に規定する傍聴人はございません。 
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会長 ２ 議題等 

それでは、次第２「議題等」に入らせていただきたいと思います。 

議題等の（１）「答申書の確認」について、事務局から説明をお願

いします。 

 

事務局 【説明】 

「答申書の確認」 

【答申書（写）を使用し説明】 

 

会長 はい。ありがとうございました。事務局から、「答申書の確認」に

ついて説明があり、確認を終えました。委員の皆様、これで答申書の

完成とし、市長へ提出するということでよろしいでしょうか。 

 

【委員了承】 

 

全員ご異議なしということでよろしいですね。 

それでは、これで答申書は完成となりました。 

本日の議題は以上となります。 

事務局にお返しします。 

 

事務局  答申書の提出を１０時半に予定しております。 

 答申書提出の準備を行いますので、このままお待ちください。 

 

【答申書提出準備】 

【市長入室】 

 

事務局 ３ 答申書の提出 

それでは、答申書の提出を行います。 

作山会長から小野市長へ、答申書の提出をお願いします。 

 

【答申書朗読後、市長へ提出】 

 

事務局 ４ 市長あいさつ 

それでは、小野市長よりご挨拶申し上げます。 

 

市長  あらためまして皆様おはようございます。 

本当に、委員の皆様へおかれましては、今年の１月から本日までと

いうことで、大変長い期間におかれまして、慎重なご審議をいただき

本当にありがとうございました。 

この「持続可能な桶川市公共下水道事業運営のための使用料適正化

について」のということで、ただいま答申をいただいたところでござ

います。 
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この長引くコロナ禍で、また様々な物価が高騰しているなかで、料

金の適正化という、いわゆる持続可能な適正化ということになると、

当然値上げというところが前提となって、色々な意味でのご審議とい

うことで、大変皆様におかれましては、市民の皆様への負担をややも

すると強いてしまう部分もございまして、大変心苦しい中での色々な

意味でのご審議をいただいたのかなとその点につきまして、今回市と

しましても心から皆様のご苦労に対して感謝を申し上げる次第でご

ざいます。 

桶川市も世界の持続可能な開発目標であるＳＤＧｓの精神に則っ

て、一昨年５０周年を迎えたわけでございますけれども、これから５

０年先１００年先その先も含めて持続可能なまちづくり、これはもう

桶川市に限ったことではないですけれども、そうした取り組みを進め

ていかなければならないわけであります。 

今回の下水道使用料の適正化についても、大きなひとつの課題とい

うふうに認識しているところでございます。 

これから老朽化したインフラ施設を、いかに維持管理していくかは

本当に全国の自治体にとって大きな課題でありますので、その中で今

回答申いただきました内容をしっかりと真摯に受け止めさせていた

だきまして、また付帯意見等もいただきましたので、使用料改定にあ

たりましては、その時々の社会情勢をしっかり勘案しながら適切な改

定ということをしっかりと進めていきたいと考えております。 

また委員の皆様には、引き続きましてご指導とご協力のほど、よろ

しく申し上げる次第でございます。 

新型コロナウイルスも第７派が収束気味かと思っていた矢先に、な

にやらここのところ、第８派に入ったのではないかという報道も一部

ございます。非常にまだまだ予断を許さない状況が続いております。

また、これから寒くなってインフルエンザの流行も懸念されているよ

うな状況でございますので、どうか委員の皆様におかれましても、ご

健康にご留意いただいて、またそれぞれのお立場でご活躍されますこ

とを心からご祈念申し上げ、そして本当に長い期間、大変重要かつな

かなか難しい課題に対しまして、慎重にご審議いただき、本日このよ

うに答申をいただきましたことに心から感謝を申し上げまして、私か

らのお礼のご挨拶に代えさせていただきます。 

本当にどうもありがとうございました。 

 

事務局 ありがとうございました。 

小野市長につきましては、この後、公務が控えておりますので、こ

こで退席させていただきます。 

 

【市長退出】 

 

皆様、ありがとうございました。 

本日の議事録の確認は、作山会長と白根委員となりますのでよろし

くお願いします。 
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最後の次第５連絡事項に移ります。 

 

事務局 ５ 連絡事項 

【説明】 

令和５年 桶川市公共下水道事業審議会の予定について 

 

事務局  最後に、事務局を代表いたしまして、下水道課長よりひとことご挨

拶申し上げます。 

 

【下水道課長】 

 本日、市長からの諮問事項に対しまして、先ほど答申を行いました。

これで本審議会としては１つの区切りとなりました。本市として下水

道審議会条例制定後、初めての諮問事項でございましたが、委員の皆

様におかれましては、大変お忙しい中、慎重なるご審議を頂き誠にあ

りがとうございました。 

また、来年開催予定の本審議会につきましても、安定した下水道事

業運営のため、委員の皆様におかれましては、引き続きご協力のほど

よろしくお願いいたします。 

 

事務局 ６ 閉会 

 以上をもちまして本日の桶川市公共下水道事業審議会を閉会いた

します。 

 委員の皆様方におかれましては、長時間にわたりご協力いただきま

して、ありがとうございました。 

 

以上 


